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（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第２四半期 61,792 △15.7 1,715 △0.5 1,881 △5.1 1,056 △19.1
27年３月期第２四半期 73,331 17.6 1,723 △10.6 1,982 △5.6 1,306 18.0

(注) 包括利益 28年３月期第２四半期 627 百万円 ( △51.0％) 27年３月期第２四半期1,281 百万円 ( △28.4％)

１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

円 銭 円 銭

28年３月期第２四半期 19.74 19.62
27年３月期第２四半期 24.61 24.40

（２）連結財政状態 

総資産 純資産 自己資本比率 

百万円 百万円 ％ 

28年３月期第２四半期 90,607 35,552 39.2 
27年３月期 91,835 35,310 38.3 

(参考) 自己資本 28年３月期第２四半期 35,482百万円 27年３月期 35,214百万円

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00 

28年３月期 ― 8.00

28年３月期(予想) ― 9.00 17.00 

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 125,000 △12.8 3,500 △19.4 3,800 △20.0 2,200 △24.1 41.07

djk28509
スタンプ



※ 注記事項 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （注）詳細は、添付資料４ページ（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示をご覧ください。 

  
（４）発行済株式数（普通株式） 

  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 当社は、平成27年11月19日（木）に機関投資家およびアナリスト向けに決算説明会の開催を予定しております。こ

の説明会で配布する資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定であります。 

  

  

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 
 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期２Ｑ 55,432,000株 27年３月期 55,432,000株 

② 期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 1,821,513株 27年３月期 2,031,420株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 53,529,495株 27年３月期２Ｑ 53,081,932株 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や金融政策の効果により企

業業績や雇用・所得環境の改善傾向が見られるなど緩やかな回復基調が続きました。しかしなが

ら、中国経済の減速や一部の国・地域における地政学的リスクの顕在化など、依然として先行き

不透明な状況で推移しました。 

  
このような状況の中で、アジア地域を中心とした海外向けプラント用設備の既受注大口案件の

売上が減少し、また、自動車関連業界向け自動組立ライン、自動加工機、塗装ロボット等の大口

案件の売上が減少したため、当第２四半期連結累計期間の売上高は前第２四半期連結累計期間と

比べて11,539百万円減少の61,792百万円（前年同期比15.7％減）となりました。利益面では、貸

倒引当金繰入額が減少したものの、既受注の排水処理プラント建設において下請業者の作業品質

に起因する工期遅延によるコストが増大したことなどから、営業利益は8百万円減少の1,715百万

円（前年同期比0.5％減）、経常利益は101百万円減少の1,881百万円（前年同期比5.1％減）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は249百万円減少の1,056百万円（前年同期比19.1％減）となり

ました。 

  

各セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

プラント・エネルギー事業 

海外向けエチレンプラント用設備の納入があったものの、アジア地域を中心とした海外向け

プラント用設備の既受注大口案件の売上が減少したため、売上高は3,511百万円減少の15,798

百万円（前年同期比18.2％減）、セグメント損益（営業損益）は既受注の排水処理プラント建

設において下請業者の作業品質に起因する工期遅延によるコストが増大したことなどにより、

288百万円減少の214百万円の損失となりました。 

産業機械事業 

自動車関連業界向けの自動組立ライン、自動加工機、塗装ロボット等の大口案件の売上が減

少し、また家電・自動車部品製造の射出成形機および周辺機器等の需要も減少したため、売上

高は5,206百万円減少の20,636百万円（前年同期比20.1％減）、セグメント利益（営業利益）

は181百万円減少の754百万円（前年同期比19.4％減）となりました。 

エレクトロニクス事業 

中国・アジア地域向けを中心にＩＴおよびデジタル関連機器製造会社向けの電子部品実装機

等の大口案件の売上が減少したため、売上高は1,785百万円減少の21,144百万円（前年同期比

7.8％減）となりましたが、粗利率の改善等によりセグメント利益（営業利益）は504百万円増

加の721百万円（前年同期比233.3％増）となりました。 

ファーマ事業 

錠剤外観検査装置やパッケージング用機器・装置等の販売が減少したため、売上高は151百

万円減少の2,994百万円（前年同期比4.8％減）となりましたが、粗利率の改善等によりセグメ

ント利益（営業利益）は170百万円増加の435百万円（前年同期比64.2％増）となりました。 

航空事業 

航空機地上支援機材および空港施設関連機器等の大口案件の売上が減少したため、売上高は

812百万円減少の958百万円（前年同期比45.9％減）、セグメント利益（営業利益）は91百万円

減少の20百万円（前年同期比82.1％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、1,227百万円減少の90,607

百万円となりました。これは主に、現金及び預金の増加があったものの、売上債権の回収に伴う

受取手形及び売掛金の減少があったことによるものであります。 

負債合計は、1,469百万円減少の55,055百万円となりました。これは主に、短期借入金の増加

があったものの、仕入債務の支払いに伴う支払手形及び買掛金の減少や前受金の減少があったこ

とによるものであります。 

純資産合計は、241百万円増加の35,552百万円となりました。これは主に、配当金の支払いが

あったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益1,056百万円の計上があったことによるもの

であります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ、1,624

百万円増加し、16,859百万円（前年同期比2,242百万円増）となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加や法人税等の支払いがあったもの

の、税金等調整前四半期純利益1,807百万円の計上があったことなどにより、2,211百万円の増加

（前年同期比710百万円減）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得支出や無形固定資産の取得支出が

あったことなどにより634百万円の減少（前年同期比2,192百万円増）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払いや長期借入金の返済があったものの、

短期借入金の借り入れがあったことなどにより221百万円の増加（前年同期比981百万円減）とな

りました。 

  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年10月22日に公表した内容に変更はあ

りません。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動はありません。 

  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 
「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13
日。以下「連結会計基準」という。）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７
号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間か
ら適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金とし
て計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いた
しました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会
計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期
連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更および少
数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるた
め、前第２四半期連結累計期間および前連結会計年度については、四半期連結財務諸表および連結
財務諸表の組替えを行っております。 

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動

を伴わない子会社株式の取得または売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動による

キャッシュ・フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは

連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得または売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・

フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更しております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）および事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 15,361 16,995 

    受取手形及び売掛金 34,762 33,542 

    電子記録債権 945 1,518 

    商品及び製品 7,795 8,269 

    仕掛品 796 931 

    原材料及び貯蔵品 537 602 

    前渡金 9,347 9,006 

    繰延税金資産 646 544 

    その他 5,031 3,225 

    貸倒引当金 △344 △350 

    流動資産合計 74,879 74,283 

  固定資産     

    有形固定資産 3,038 3,024 

    無形固定資産 3,165 3,005 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 8,785 8,285 

      退職給付に係る資産 732 867 

      その他 1,861 1,771 

      貸倒引当金 △628 △629 

      投資その他の資産合計 10,751 10,294 

    固定資産合計 16,955 16,323 

  資産合計 91,835 90,607 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 27,781 27,270 

    短期借入金 8,672 9,479 

    未払法人税等 869 582 

    前受金 11,578 11,108 

    引当金 1,107 1,497 

    その他 2,198 1,149 

    流動負債合計 52,209 51,087 

  固定負債     

    長期借入金 2,313 2,081 

    繰延税金負債 913 756 

    引当金 24 20 

    退職給付に係る負債 272 274 

    その他 792 834 

    固定負債合計 4,315 3,967 

  負債合計 56,524 55,055 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 5,105 5,105 

    資本剰余金 3,786 3,786 

    利益剰余金 24,170 24,785 

    自己株式 △866 △784 

    株主資本合計 32,194 32,892 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 1,871 1,489 

    繰延ヘッジ損益 △101 28 

    為替換算調整勘定 1,363 1,163 

    退職給付に係る調整累計額 △113 △91 

    その他の包括利益累計額合計 3,019 2,589 

  新株予約権 88 62 

  非支配株主持分 7 7 

  純資産合計 35,310 35,552 

負債純資産合計 91,835 90,607 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 73,331 61,792 

売上原価 64,234 52,854 

売上総利益 9,097 8,937 

販売費及び一般管理費 7,373 7,222 

営業利益 1,723 1,715 

営業外収益     

  受取利息 19 17 

  受取配当金 59 77 

  為替差益 75 43 

  仕入割引 112 93 

  持分法による投資利益 8 39 

  その他 117 15 

  営業外収益合計 393 286 

営業外費用     

  支払利息 31 47 

  支払手数料 33 33 

  その他 69 39 

  営業外費用合計 134 119 

経常利益 1,982 1,881 

特別利益     

  固定資産売却益 7 3 

  特別利益合計 7 3 

特別損失     

  固定資産売却損 1 1 

  固定資産除却損 9 12 

  減損損失 ― 54 

  その他 0 7 

  特別損失合計 11 76 

税金等調整前四半期純利益 1,979 1,807 

法人税、住民税及び事業税 837 664 

法人税等調整額 △164 86 

法人税等合計 672 750 

四半期純利益 1,306 1,057 

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,306 1,056 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 1,306 1,057 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 193 △381 

  繰延ヘッジ損益 △12 129 

  為替換算調整勘定 △226 △208 

  退職給付に係る調整額 35 22 

  持分法適用会社に対する持分相当額 △14 8 

  その他の包括利益合計 △24 △429 

四半期包括利益 1,281 627 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 1,281 627 

  非支配株主に係る四半期包括利益 ― 0 
 

第一実業㈱ （8059）　平成28年３月期　第２四半期決算短信

- 8 -



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 1,979 1,807 

  減価償却費 404 456 

  株式報酬費用 12 6 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 558 9 

  退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △356 △135 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △303 2 

  引当金の増減額（△は減少） △113 456 

  受取利息及び受取配当金 △78 △94 

  支払利息 31 47 

  固定資産除売却損益（△は益） 2 11 

  持分法による投資損益（△は益） △8 △39 

  売上債権の増減額（△は増加） △4,971 553 

  前渡金の増減額（△は増加） 838 250 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △756 △704 

  その他の流動資産の増減額（△は増加） △219 1,358 

  仕入債務の増減額（△は減少） 6,719 △477 

  前受金の増減額（△は減少） 93 △446 

  その他の流動負債の増減額（△は減少） △99 80 

  その他 317 32 

  小計 4,048 3,174 

  利息及び配当金の受取額 84 101 

  利息の支払額 △32 △52 

  法人税等の支払額 △1,179 △1,011 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 2,921 2,211 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の純増減額（△は増加） 1 △25 

  有形固定資産の取得による支出 △472 △412 

  有形固定資産の売却による収入 11 75 

  無形固定資産の取得による支出 △1,924 △486 

  投資有価証券の取得による支出 △310 △11 

  貸付けによる支出 △5 △9 

  貸付金の回収による収入 45 62 

  その他 △171 172 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △2,827 △634 
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                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） △732 859 

  長期借入れによる収入 2,500 ― 

  長期借入金の返済による支出 △141 △231 

  自己株式の取得による支出 △26 △22 

  ストックオプションの行使による収入 96 57 

  配当金の支払額 △424 △428 

  その他 △67 △12 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 1,203 221 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △266 △173 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,031 1,624 

現金及び現金同等物の期首残高 13,585 15,234 

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,617 16,859 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

  

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

  

  

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円）

注 １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械・器具の賃貸、保険代理業を含

んでおります。 

２ セグメント利益の調整額80百万円には、セグメント間取引消去64百万円、たな卸資産の調整額△０百万円およ

びその他の調整額15百万円が含まれております。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

 

  報告セグメント 

その他 

(注１) 
合計 

調整額 

(注２) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注３) 
  

プラント・

エネルギー 

事業 

産業機械 

事業 

エレクトロ

ニクス 

事業 

ファーマ 

事業 
航空事業 計 

売上高                     

外部顧客への売上高 19,309 25,843 22,929 3,145 1,770 72,998 333 73,331 ― 73,331 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
202 934 110 189 ― 1,438 658 2,097 △2,097 ― 

計 19,512 26,778 23,040 3,335 1,770 74,436 992 75,429 △2,097 73,331 

セグメント利益 74 935 216 265 111 1,603 39 1,643 80 1,723 
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成27年４月１日  至  平成27年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：百万円）

注 １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械・器具の賃貸、保険代理業を含

んでおります。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額40百万円には、セグメント間取引消去９百万円、たな卸資産の調整額△

１百万円およびその他の調整額31百万円が含まれております。 

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  
２．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、事業軸経営への移行に伴い、事業セグメントの区分方法を見直

し、報告セグメントを従来の「プラント・エネルギー事業」「エレクトロニクス事業」「産業機械

事業」「海外法人」から、「プラント・エネルギー事業」「産業機械事業」「エレクトロニクス事

業」「ファーマ事業」「航空事業」に変更しております。従来「その他」に含まれていた「保守・

点検事業」についても、各報告セグメントに区分する方法に変更しております。また、全社費用に

ついては各セグメントに配賦しておりませんでしたが、セグメント損益測定の一層の精緻化を図る

ため、第１四半期連結累計期間より、全社費用についても各セグメントへ配賦する方法に変更して

おります。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法、変更後の利

益又は損失の算定方法により作成したものを記載しております。 

  
  

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 

  

  

 

  報告セグメント 

その他 

(注１) 
合計 

調整額 

(注２) 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注３) 
  

プラント・

エネルギー 

事業 

産業機械 

事業 

エレクトロ

ニクス 

事業 

ファーマ 

事業 
航空事業 計 

売上高                     

外部顧客への売上高 15,798 20,636 21,144 2,994 958 61,531 260 61,792 ― 61,792 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
272 264 138 397 ― 1,072 72 1,145 △1,145 ― 

計 16,070 20,901 21,283 3,391 958 62,604 333 62,937 △1,145 61,792 

セグメント利益又は
損失(△) 

△214 754 721 435 20 1,717 △42 1,674 40 1,715 
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